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け
や
き
の
風

無
条
件
降
伏
を
受
け

入
れ
て
戦
争
が
終
結
し

た
１
９
４
５
年
８
月
15

日
、
あ
の
日
か
ら
80
回

目
の
８
月
を
迎
え
ま
す
▼
馬

鹿
な
戦
争
を
し
て
し
ま
っ
た

「
大
人
へ
の
不
信
」
が
解
か

れ
た
の
は
、
「
あ
た
ら
し
い

憲
法
の
は
な
し
」
を
中
学
の

授
業
で
学
ん
だ
時
で
し
た
▼

「
国
際
平
和
主
義
」
・
「
民

主
主
義
」
「
主
権
在
民
主
義
」

を
掲
げ
た
憲
法
が
輝
い
て
い

る
。
そ
し
て
こ
の
「
国
際
平

和
主
義
を
忘
れ
て
、
自
分
の

国
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い

た
の
で
と
う
と
う
戦
争
を
始

め
て
し
ま
っ
た
の
で
す
」
と
、

戦
争
を
反
省
し
て
い
ま
し
た

▼
戦
争
放
棄
の
項
で
は
「
二

度
と
こ
ん
な
お
そ
ろ
し
い
，

か
な
し
い
思
い
を
し
た
く
な

い
と
お
も
い
ま
せ
ん
か
。
こ

ん
な
戦
争
を
し
て
、
日
本
の

国
は
ど
ん
な
利
益
が
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
な
に
も
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
お
そ
ろ
し

い
、
か
な
し
い
こ
と
が
た
く

さ
ん
お
こ
っ
た
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
戦
争
は
人
間

を
滅
ぼ
す
こ
と
で
す
」
と
▼

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
パ
レ
ス
チ
ナ

の
悲
惨
な
映
像
を
見
て
毎
日

心
を
痛
め
て
い
る
子
供
た
ち

が
日
本
に
も
多
く
い
ま
す
。

そ
ん
な
こ
と
は
ど
こ
吹
く
風

か
と
「
核
武
装
は
安
上
が
り
」

な
ど
と
い
う
政
党
が
あ
ら
わ

れ
た
こ
と
に
あ
ら
た
め
て
危

機
感
を
覚
え
て
い
ま
す
▼
核

の
脅
し
が
強
ま
る
今
「
核
兵

器
使
用
禁
止
」
「
核
兵
器
廃

絶
」
の
世
界
的
な
運
動
の
盛

り
上
が
り
が
求
め
ら
れ
る
８

月
で
す
。
（
Ｓ
・
Ａ
）

街 路 樹

※
湖
北
台
後
援
会「
け
や
き
の
風
」の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
読
者
の
み
な
さ
ん
の
カ
ン
パ
で
発
行
し
て
い
ま
す
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７
月
19
日
午
前
10
時
、

５
月
６
日
礼
文
島
を
出
発

し
た
太
平
洋
岸
を
通
る
平

和
行
進
は
鎌
ケ
谷
か
ら
我

孫
子
に
引
き
継
が
れ
ま
し

た
。
市
役
所
駐
車
場
に
礼

文
島
か
ら
の
通
し
行
進
者

渡
辺
さ
ん
を
迎
え
集
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。
我
孫
子

市
か
ら
企
画
総
務
部
長
の

高
見
澤
さ
ん
が
ご
挨
拶
。

通
し
行
進
者
か
ら
は
各
地

の
首
長
さ
ん
か
ら
の
歓
迎

ぶ
り
や
２
本
の
「
の
ぼ
り

旗
」
を
背
負
っ
て
歩
く
こ

と
の
難
し
さ
な
ど
が
話
さ

れ
ま
し
た
。
千
葉
土
建
か

ら
今
年
の
原
水
爆
禁
止
世

界
大
会
へ
若
い
方
２
名
と

毎
年
大
会
参
加
の
船
橋
優

議
員
の
３
名
が

参
加
す
る
と
の

話
が
あ
り
、
大

き
な
拍
手
を
受

け
ま
し
た
。
集

会
後
、
市
役
所

か
ら
手
賀
沼
公

園
の
「
平
和
記

念
碑
」
ま
で
炎

天
下
を
５
０
余

名
の
方
が
行
進
。

柏
市
へ
引
き
継

ぎ
ま
し
た
。

永
年
に
亘
り

原
水
爆
禁
止
を
訴
え
続
け

て
き
た
、
こ
う
し
た
運
動

が
被
団
協
の
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
の
受
賞
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。
我
孫
子
市
で
も

中
学
生
の
ヒ
ロ
シ
マ
へ
の

派
遣
な
ど
と
り
く
ま
れ
て

い
ま
す
。
も
っ
と
大
き
な

声
に
し
て
政
府
が
核
禁
条

約
に
参
加
す
る
よ
う
絶
対

に
核
兵
器
の
使
用
を
許
さ

な
い
声
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

防
衛
省
は
２
０
２
１
年

か
ら
子
ど
も
版
「
防
衛
白

書
」
を
毎
年
発
行
し
て
い

ま
す
が
、
学
校
へ
の
配
布

は
今
回
が
初
め
て
で
す
。

各
地
の
防
衛
局
が
３
～
５

月
ご
ろ
か
ら
、
県
の
教
育

委
員
会
に
面
談
や
通
知
を

行
い
、
小
学
校
に
冊
子
を

配
布
「
図
書
館
を
含
む
様
々

な
場
面
で
ご
活
用
い
た
だ

き
た
い
」
（
福
島
県
教
育

委

員

会

へ

の

通

知

）

な

ど

と

し

て

、

福

島

で

は

１

校

１

冊

、

長

崎

で

は

１

校
10

冊
を

直

接

送

付

し
ま
し
た
。

今

回

の

「
白
書
」
（
写
真
）
は
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
ロ
シ
ア
に

攻
め
込
ま
れ
た
理
由
は

「
防
衛
力
が
足
り
な
か
っ

た
」
と
し
、
［
抑
止
力
］

が
大
切
で
す
」
と
明
記
。

中
国
、
北
朝
鮮
、
ロ
シ
ア

の
軍
事
活
動
に
触
れ
「
日

本
が
位
置
す
る
地
域
は
安

全
と
は
言
え
ま
せ
ん
」
と

脅
威
を
あ
お
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
軍
事
的
な
緊
張
を

高
め
て
い
る
在
日
米
軍
は

「
地
域
の
国
々
に
大
き
な

安
心
を
も
た
ら
す
存
在
」

だ
と
賛
美
。
自
衛
隊
の
戦

車
や
戦
闘
機
の
紹
介
や
自

衛
官
募
集
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

日
米
軍
事
同
盟
が
は
た

し
て
日
本
を
守
れ
る
の
か
、

守
っ
て
い
る
の
か
が
問
わ

れ
て
い
ま
す
。
戦
後
、
米

軍
が
日
本
国
内
に
基
地
を

強
化
し
、
ベ
ト
ナ
ム
、
中

東
で
戦
争
を
仕
掛
け
て
き

ま
し
た
。
日
本
を
守
っ
た

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む

し
ろ
火
薬
庫
と
し
て
の
基

地
だ
っ
た
の
で
す
。
軍
備

強
化
が
、
日
米
同
盟
が
日

本
を
守
る
「
抑
止
力
」
で

は
な
く
、
火
種
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
こ
そ
、
「
非

同
盟
・
中
立
の
日
本
を
」

「
紛
争
は
話
し
合
い
で
解

決
す
る
」
「
軍
事
同
盟
か

ら
離
脱
す
る
」
「
基
地
撤

去
」
「
日
米
軍
事
同
盟
を

破
棄
し
て
、
真
の
日
米
友

好
条
約
を
」
と
声
を
大
に

し
て
言
い
た
い
。

湖
北
台
団
地
Ｋ
・
Ｓ

７
月
20
日
投
開
票
で
行
な

わ
れ
た
参
院
選
挙
で
日
本
共

産
党
は
比
例
で
小
池
晃
、
白

川
容
子
さ
ん
の
２
議
席
、
選

挙
区
で
は
東
京
で
吉
良
よ
し

子
さ
ん
、
合
わ
せ
て
３
議
席

（
改
選
前
７
議
席
）
に
後
退

す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

千
葉
選
挙
区
の
白
石
ち
よ
候

補
は
及
び
ま
せ
ん
で
し
た
。

ご
期
待
に
応
え
る
こ
と
が
で

き
ず
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
猛
暑
の
な
か
で
の
ご

支
援
、
ご
協
力
に
心
か
ら
感

謝
い
た
し
ま
す
。
選
挙
の
総

括
は
次
の
中
央
委
員
会
で
行

な
う
予
定
で
す
。

選
挙
全
体
の
結
果
で
、
自

民
党
、
公
明
党
を
、
昨
年
の

総
選
挙
に
続
い
て
参
院
で
も

少
数
に
追
い
込
ん
だ
こ
と
は
、

日
本
の
政
治
に
と
っ
て
大
き

な
前
向
き
の
変
化
で
す
。
日

本
共
産
党
は
、
自
民
党
政
治

と
正
面
か
ら
対
決
し
、
責
任

あ
る
対
案
を
示
し
て
た
た
か

い
ま
し
た
。
市
民
と
野
党
の

共
闘
の
発
展
に
努
力
し
、
全

国
17
の
一
人
区
で
候
補
者
を

一
本
化
し
、
12
選
挙
区
で
勝

利
を
勝
ち
取
っ
た
こ
と
も
、

自
公
へ
の
審
判
を
下
す
う
え

で
の
貢
献
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
自
民
党
の
補
完
勢
力

や
排
外
主
義
の
潮
流
が
議
席

と
得
票
を
伸
ば
す
結
果
と
な
っ

た
こ
と
は
重
大
で
す
。
「
財

界
・
大
企
業
中
心
」
「
ア
メ

リ
カ
い
い
な
り
」
と
い
う
自

民
党
政
治
の
「
二
つ
の
ゆ
が

み
」
を
正
す
改
革
を
す
す
め

る
こ
と
に
こ
そ
、
暮
ら
し
や

平
和
を
守
り
、
政
治
の
閉
塞

状
況
を
打
開
す
る
展
望
が
あ

り
ま
す
。
逆
流
と
き
っ
ぱ
り

た
た
か
い
、
時
流
に
流
さ
れ

ず
正
論
を
貫
く
政
党
が
必
要

で
す
。
選
挙
戦
で
訴
え
た
公

約
の
実
現
を
め
ざ
す
運
動
を

国
会
論
戦
と
も
結
ん
で
大
い

に
発
展
さ
せ
る
決
意
で
す
。

湖
北
台
後
援
会
長
早
川
広
之

平
和
行
進
に
参
加
し
て

子
ど
も
版
「
防
衛
白
書
」
２
４
０

０
小
学
校
に
６
１
０
０
冊
配
布

知
人
よ
り
ナ
マ
情
報
を
得
て

核
兵
器
廃
絶
を
！
ノ
ー
モ
ア
ヒ
ロ
シ
マ
！
ノ
ー
モ

ア
ナ
ガ
サ
キ
！

原
水
爆
禁
止
我
孫
子
市
平
和
行

進
に
参
加
し
て

元
市
議
会
議
員

吉
松
千
草

手賀沼公園「平和記念碑」前にて

参
院
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て

日
本
共
産
党
比
例
２
，
東
京
選
挙
区
１
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商
売
と
政
治
分
別
無
き
ト
ラ
ン
プ
を

「
不
動
産
屋
」
と
言
い
切
り
し
あ
り

七
丁
目

山
野

美
津

自
国
フ
ァ
ー
ス
ト
地
球
に
は
び
こ
り

ウ
ク
ラ
イ
ナ
も
ガ
ザ
の
悲
劇
も
な
お
続
き
お
り

五
丁
目

鈴
木

明

炎
熱
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
そ
し
て
ガ
ザ
か
ら
も

三
丁
目

松
永
美
穂
子

別
天
地
ほ
た
る
飛
び
交
う
谷
津
の
宵

七
丁
目

山
里

歩

一
国
主
義
高
関
税
を
武
器
に
す
る

五
丁
目

一
言
有
三

３
日
午
後
布
佐
駅
北
口

に
降
り
立
ち
、
利
根
川
に

出
て
、
観
音
堂
が
消
失
し

て
い
る
の
を
確
認
、
西
側

に
あ
る
、
「
鮮
（
な
ま
）

街
道
」
の
看
板
を
み
て
か

ら
、
「
ふ
さ
復
興
館
」
へ
。

印
西
市
方
向
へ
歩
き
ま
し

た
。
手
賀
川
に
沿
っ
て
、

炎
天
下
サ
イ
ク
リ
ン
グ
道

路
を
歩
き
、
我
孫
子
東
高

校
前
を
通
過
。
「
布
佐
下

通
り
」
へ
。
日
差
し
は
か

な
り
西
に
傾
き
、
家
並
み

の
陰
を
歩
い
て
、
井
上
家

住
宅
へ
。
午
後
五
時
過
ぎ

と
い
う
の
に
、
門
が
開
い

て
い
て
、
顔
一
面
を
布
で

覆
っ
た
女
性
が
片
付
け
作

業
を
し
て
い
ま
し
た
。
写

真
を
数
枚
撮
っ
て
外
出
。

目
的
の
神
社
は
間
近
で
す
。

鳥
居
（
写
真
）
の
扁
額
は

下
に
置
か
れ
た
ま
ま
で
、

「
仙
元
宮
」
と
書
か
れ
て

い
ま
し
た
が
、
真
ん
中
の

「
元
」
の
字
が
よ
く
分
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
後
で
調

べ
て
分
っ
た
こ
と
で
す
が
、

読
み
方
は
（
せ
ん
げ
ん
ぐ

う
）
で
浅
間
神
社
で
す
。

正
保
２
年
（
一
六
四
五
）

鎮
座
、
宝
暦
13
年
（
一
七

六
三
）
の
布
佐
村
「
村
鑑
」

に
は
「
仙
元
宮
、
御

除
社
地…

別
当
勝
蔵

院
」
の
記
載
。
鳥
居

の
元
に
あ
る
扁
額
は

関
東
大
震
災
時
に
落

下
し
た
（
「
我
孫
子

の
地
名
と
歴
史
」
よ

り
）
も
の
と
い
う
。

標
高
15
㍍
の
小
山
は

「
富
士
塚
」
と
の
説

も
あ
り
ま
す
。
こ
の

近
く
の
田
ん
ぼ
か
ら

富
士
山
が
よ
く
見
え

ま
す
。
神
社
の
位
置

は
布
佐
駅
か
ら
は
約
19
分
、

新
木
駅
か
ら
約
17
分
、
い

ず
れ
も
徒
歩
。
（
里
）

文
芸
欄

※
寄
稿
・
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

短

歌

俳

句

川

柳

布
佐
「
仙
元
宮
」
浅
間
神
社
を
訪
ね
て

(https://jcp-a
biko.com/ )

我孫子市議団
ホームページ

※
法
律
相
談
（相
談
無
料
）・岩
井
事
務
所
に
て
毎
月
第
４
木
曜
日
（２
時
～
４
時
）開
催
し
て
い
ま
す
（事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）０
４
７
・１
８
８
・２
１
４
１

政治革新の道しるべ、
真実をつたえ希望をはこぶ新聞です

日刊紙●月 ３４９７円
日曜版●月 ９９０円
※こちらから申し込めます
日本共産党本部QRコード→

我
孫
子
市
で
も
外
国
人

が
通
行
人
の
中
に
も
目
立

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
現
状
は
ど
う
な
の
か
、

見
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

八
月
一
日
現
在
の
外
国

人
人
口
は
４
２
３
３
人
で
す
。

今
年
四
月
一
日
か
ら
の
増

加
は
５
３
３
人
。
国
籍
・
地

域
別
で
見
る
と
①
ネ
パ
ー
ル

１
３
２
４
②
中
国
７
８
０
③
ベ

ト
ナ
ム
３
８
５
④
ス
リ
ラ
ン

カ
３
７
８
⑤
フ
ィ
リ
ピ
ン
２
６

５
⑥
韓
国
２
２
０
⑦
ミ
ャ
ン
マ
ー

２
０
１
⑧
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
１
４

４
⑨
パ
キ
ス
タ
ン
75
⑩
タ
イ

58
、
そ
の
他
54
カ
国
不
明
１

と
な
っ
て
い
ま
す
（
我
孫
子

市

住
民
記
録
よ
り
）
。

２
０
２
４
年
６
月
末
現
在

の
千
葉
県
の
資
料
で
は
我

孫
子
市
の
在
留
資
格
別
外

国
人
数
に
よ
る
と
我
孫
子

市
は
総
数
が
３
３
８
６
人
。

そ
の
内
訳
を
見
る
と
留
学

１
０
０
３
、
永
住
者
８
４
５
、

家
族
滞
在
３
４
５
技
術
・
人

文
知
識
・
国
際
業
務
２
９
１
、

日
本
人
の
配
偶
者
等
１
９

４
、
技
能
実
習
１
５
１
、
特

定
技
能
１
０
７
、
お
よ
び
そ

の
他
の
資
格
が
15
列
挙
さ

れ
人
数
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
（在
留
外
国
人
統
計
）

「
外
国
人
は
生
活
保
護
、

健
康
保
険
な
ど
で
日
本
人

よ
り
優
遇
さ
れ
て
い
る
」「
外

国
人
の
犯
罪
が
増
加
し
て
い

る
」「
外
国
人
が
入
っ
て
く
る

か
ら
日
本
の
労
働
者
の
賃

金
が
上
が
ら
な
い
」…

自
民
、

維
新
、
国
民
民
主
が
こ
れ
に

呼
応
し
て
、
選
挙
で
の「
最

大
の
政
策
課
題
」
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
６
月
20
日
時
点

で
都
内
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

「
日
本
社
会
で
は
外
国
人
が

必
要
以
上
に
優
遇
さ
れ
て

い
る
と
思
う
か
」
の
問
い
に
そ

う
思
う
が
64
％
に
な
る
ほ

ど
だ
っ
た
。
ト
ラ
ン
プ
や
欧

州
極
右
の
や
り
方
を
ま
ね

て
の「
日
本
人
フ
ァ
ー
ス
ト
」

の
戦
略
は
も
ろ
に
成
功
し
た
。

フ
ェ
イ
ク
（
デ
マ
）
か
ど
う
か

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
機
関
の

調
べ
で
、
デ
マ
と
認
定
さ
れ

た
14
項
目
の
な
か
で
参
政

党
の
デ
マ
が
12
項
目
だ
っ
た

と
い
う
。
神
谷
氏
は
安
倍
晋

三
氏
に
認
め
ら
れ
て
自
民

党
か
ら
大
阪
選
挙
区
に
出

た
人
物
で
、
自
民
党
を
離

れ
た
保
守
右
派
の
受
け
皿

に
な
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も

な
い
。
出
生
数
低
下
、
３
７

７
万
人
も
の
外
国
労
働
者

に
支
え
ら
れ
て
い
る
日
本
の

現
実
な
ど
に
つ
い
て
も
論
議

す
べ
き
選
挙
で
し
た
（
Ｓ
・
Ａ
）

我
孫
子
市
の
外
国
人
の
現
状
は
？

湖
北
消
防
署
（
仮
称
）
の
新
築
工
事

が
進
ん
で
い
ま
す
（
中
里
字
山
王
前
）

参
政
党
の
「
外
国
人
は
敵
」
の
戦
略

成
功
で
日
本
は
良
く
な
る
の
か
？

４
月
か
ら
５
３
３
人
増

の
４
２
３
３
人

国
別
順
位
は
ネ
パ
ー
ル
・

中
国
・
ベ
ト
ナ
ム
の
順


